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硫黄による架橋について(6)

硫黄加硫は，硫黄単独では加硫反応が遅いため酸化亜鉛，
加硫促進剤を併用して効 率的に行われている．酸化亜鉛は，
通常3から5 phr配合している． 今回は， 硫黄， 加硫促進
剤を固定し酸化亜鉛を変鼠したときの加硫， 加硫ゴム物性

について紹介する．

図1に加硫曲線を示した． 酸化亜鉛の配合量が1 phrの
場合， 加硫トルクが著しく低Fしている．酸化亜鉛の配合
量を2からlOphr添加した場合は，加硫トルクが高く， 酸
化亜鉛の配合鼠を変化しても大きな変化はない．

表1に加硫ゴム物性を示した．酸化亜鉛の配合量が1
phrの場合，モジュラスが低く，熱老化後のモジュラスの
変化が大きい．またこ の加硫ゴムは，ブル ー ムが発生し，
加硫促進剤が加硫反応中に有効に使われなかったと考えら
れる． 酸化亜鉛2からlOphr配合した場合，初期および熱
老化後の物性は，大きく変わらないが，酸化亜鉛の配合最
がlOphrの場合，熱老化後の引張強さの変化率が若干良好

になっている．

実験

1. 配合
CH-55 228※， 硫黄2, 6C 2, DM 1.5, 酸化亜鉛 変量

※SERカ ー ボンマスタ ー バッチ（株式会社エラストミック
ス製）

2. 試験項目
(1)加硫試験；MDR2000, 160℃
(2)ムー ニ ースコ ーチ試験ML -1, 135℃
(3)物性試験

①引張試験硬さ試験(160℃ X 30分加硫）
②熱老化試験；100℃ (160℃ X 30分加硫）
①圧縮永久ひずみ；100℃ X 96時間(160℃ X 35分加硫）

こ こに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験
に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．

15 

0

5

ーE·NP
 \C4エ
造呉

゜

゜

2~10phr 

10 20 
時間／分

図1 加硫試験の結果
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表1 ム ー ニ ー スコ ー チと物性試験の結果

酸化亜鉛の配合量[phr]
①-
l

 
2
 ム ー ニ ー Vm - 33 34 

スコ ー チ t5 [min] 13. 0 13. 5
T1/l!Pa] 19. 4 20. 3

初期物性 En[ % l 690 620
�1300 [\!Pa] 6. 2 7. 6
廿さ ［デュロ｝ークーA] 57 59 57 58 57 57 

JOO℃ 
I
刀[llPri ,C.8 (-n) 18.4 ( -9) 18.8 ( -9) 18.0 (JU) 18. 7 (9) 18.6 ( -9) 
島[ %r 620 Ho) sgo c -s) -- 610

ー
□6了

―

640 ( +3) _ 600 _ ( -3) 600 (-=-:i) 
24時惜J 11300 [\!Pa]

―
- 7. 2 (+16) 8. 6 (+ 14) 8. 2 (-13) 8. 0 ( +3) 8. 5 (土7) 8. 8 (+12)

lls[テュ日｝ータ幻
―

い ( +4i'- 65 ( +6) 65 (+8) 岱 (+万
――

-66 (元 66 ( +9) 
心[\!Pa] 16. 4 (-1り） 16. 8 (-17) 17. 3 (-17) 17. 0 (-18) 17. 3 (-16) 17. 6 (-13)lO�'C
I恥「% l 560 (-19) 530 H5)-- 540 (-17) 490 ( -21) s而

―

て—�19) 510 (二1-8)
48時間工。[11Pa:

-―8. 5 (+:39了〗�1J+_21) 9.5 (+31) 9.7 (+25)五),3 (+30)
―

り�3 (+32) 
lls [テ 上ロメークーA] 62 ( +5) 65 ( +6) 66 ( +9) 67 ( +9) 66 ( +9) 67 (+ 10) 
T0 ["1Pa] 15. 5 (-20) 16. 4 (-19) 17. 0 (-18) 16. 9 (-18) 16. 3 (-21) 17. 3 (-15)100℃ 恥[ % J soo (-28) soo (-19) soo (-23) 490 (-21) 470 (-24) 470 (-24) 

72時間い[\!Pa] 9. 3 (+50) 10. 0 (+32) -10. 6 (H6) 10. 8(+39)_ 10. 9 (噂8) 11. 2 (j4い
廿s[テュロ｝ーダー/\] 63 ( +6) 66 ( +7) 67 (+10) 67 ( +9) 63 ( +6) 68 (+11) 

圧縮水 ＼ cs[%] 48 37 38 ひずみ試験 36 36 36 

（）内は熱老化後の変化率％，ただしI-lsは変化率を示す．
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